
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 課題に対する解決方法を立案する。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

実践例４   中学校理科   南さつま市立万世中学校 
第１学年 「気体と水溶液の性質」  

「学習者主体の授業」づくりのポイント 

○ 単元を貫く課題「「未知の水溶液」に入っている物質は，どのようにすれば分かるだ

ろうか。」を設定し，単元の最後に，これまで学習したことを基に単元を貫く課題を解決

するための時間を設定することで，生徒が主体的に探究できるようにしている。 

○ 生徒と評価規準を共有することで，生徒が自らの学習に対して自己評価をして，自己

調整しながら学習を改善できるようにしている。 

 「道具・活動」の自己選択・自己決定 

□ 学習課題をつかむ。 
 
 
 
 
○ 評価規準を共有する。 
 
 
 
 

【学習課題】 
 「未知の水溶液」に入っているのは，何という物質なのだろうか。 

 「解決方法・考え方」の自己選択・自己決定 

評価規準を基
にして作成した生
徒と共有する評
価の視点 

生徒に
よる形成
的評価を
促すため
の共有シ
ート 

○ 単元を貫く課題について予想する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 元 を
貫 く 課 題
と 単 元 デ
ザイン 
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◯ 各班で計画した観察，実験を行う。 
◯ 実験の結果を共有する。 
  例）ＢＴＢ溶液…黄色，石灰水…白くにごった，冷やす…細長い結晶が出てきた 
     蒸発…黒く焦げた，甘いにおいがした 
◯ 結果を分析して解釈する。 
 
 
 
 
 
 ◯ 本時のまとめを行う。 
 
 
 
◯ 本時の振り返りを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

💡ポイント💡 

－２３－ 

○ 課題に対する解決方法を立案する。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今まで学習した気体と固体の性質を確
認することが必要だね。 

 水溶液の酸性，中性，アルカリ
性を調べたらよさそうだよ。 

 水溶液を冷やしていくと固体が出てく
るのではないかな。 

水溶液を蒸発させると固体が出てくる
のではないかな。 

 水溶液から気体をとり出せた
ら，線香や石灰水，マッチを使っ
て調べたらよさそうだね。 

「未知の水溶液」にとけていた物質は，二酸化炭素，硝酸カリウム，砂糖
である。 

 
○ 考察場面では，生徒が考えを深めたり，自分と同じ考え方や異なる考え方に触れた

りできるようにすることが効果的です。 
○ 生徒が資質・能力をどの程度身に付けることができたのか，どのような学び方がで

きるようになったのかを振り返ることで，学習をする前後の自己の変容を自覚させた
り，自己効力感を高める機会としたりすることが重要です。 

 
○ 生徒が解決方法を立案できるように，「見方・考え方」を使って考えることや，これ
までの学習を生かして考えることができるように促すことが効果的です。 

○ 生徒が多面的な視点で方法を立案できるように，ＩＣＴを活用して他者の考えを
参考にすることができると効果的です。 

○ 生徒が自分の理解度に応じて解決方法を立案できるように，ヒントカード等の準
備をすることが効果的です。 

生徒の
理解度に
応 じ た ヒ
ントカード 

ＩＣＴを活用し
て他者の考えを
共有 

💡ポイント💡 

石灰水が白くにごったので，二酸
化炭素がとけていたことがわかるね。 

結晶の形から硝酸カリウムがとけ
ていることがわかるね。 

蒸発させて加熱すると黒く焦げ，甘いに
おいがしたことから砂糖がとけていること
がわかるよ。 

 「道具・活動」の自己選択・自己決定 

ＩＣＴを活用して他者の考えを共有 

学習内容と学習方略に
関連した振り返りシート 

💡ポイント💡 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◯ 本時の学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ALT からの動画を見て） 

 
 
 
 
 
 
 
◯ 課題解決に向けた My Goal を設定する。 
 

実践例５   中学校英語科  南大隅町立根占中学校 
第３学年 「SUNSHINE ENGLISH COURSE 3 PROGRAM 4」 

「学習者主体の授業」づくりのポイント 

○ 導入の場面では， 事前に動画で送付していた自分の発表に対する ALT からの個
別の動画によるフィードバックを受けて，自分の発表の修正点などについて英語を通
して理解させる。さらに，それらを修正し，ブラッシュアップするためにどのような学びを
するかを検討させ，「解決方法・考え方」「課題・めあて」を自己選択させ，個別の My 
Goal を設定できるようにしている。  

○ 展開の場面では，My Goal 達成に向けて，「道具・活動」「学習形態・スタイル」を自
己選択できるようにしている。 

○ 終末の場面では，本時の My Goal に対する達成度を個別に確認させ，その結果に
結び付いた学習方法などに関する自分の選択等について検証させ，次時からの学び
に生かされる工夫をしている。 

【学習課題】 
 レイチェル先生がまだ詳しく知らない日本の夏祭りにあるものを紹介するた
めに，自分の発表をブラッシュアップすることができるようになろう。 

 それぞれレイチェル先生からの個別のフィードバックを踏まえ
て，自分の発表をよりよくするための My Goal を設定しましょう。 

 「課題・めあて」の自己選択・自己決定 

○ できるだけ楽しく学習できるLarge Task（単元を貫く到達目標）を設定する。 

「ALT が夏祭りに行った際の疑問（金魚すくい，ラムネなど）に答えよう！」 

○ 「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」を図るために My 

Goal を設定させ，学び方等も自己決定させる。 

💡ポイント💡 

 前時にレイチェル先生に送った動画へのフィードバックの動画が届いて
います。それぞれ個別に見てみましょう。 

視線やジェスチャーなども工夫したいな。 

詳しい情報をもっと加えた方がいいんだな。 

単語の発音があいまいなところがあるんだな。 

レイチェル先生が言っている内容がよく分からなかったな。 

 「解決方法・考え方」の自己選択・自己決定 
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◯ 本時の学習について振り返りを行う。 

◯ 課題解決に向けた学びを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生徒が自走できるよう，課題解決に必要なコンテンツを事前に用意しておく。 

○ 初めに考えた方法でうまく行かない場合は，早めに違う方法を試すよう促す。 

○ 全体として指示が必要な場合のみ中間指導を行い，それ以外は個別の進捗を

確認しながら，適宜ファシリテートする。 

○ My Goal に沿って振り返りをさせる。その際，英語の内容等と発表の仕方等，学習
方法等の３つの観点で行わせるようにし，学び方が身に付くよう指導する。 

○ 効果があったと感じた学習方法等は，学級全体でシェアリングする。 

 「学習形態・スタイル」の自己選択・自己決定 

💡ポイント💡 

「おみくじにはたくさん種類がある」と言うときには，“There are many 
kinds of omikuji.”を使うとよいことが分かった。少しでもスムーズに
言えるように練習してレコーディングをしたい。 

レイチェル先生に言われた発音の間違いが多かったので，その部分を
先生と確認してしっかり練習することができた。次の時間には発音を完
ぺきにして臨みたいなと思った。 

タブレット端末で調べて間違っていた発音を確認することができた。
声に出して読み，合っているかを確認したい。レコーディングは声の大
きさ，抑揚に気を付けたい。 

 今日の授業を通して，分かったことやもっと知りたいこと，「なるほど」
と思ったこと，できるようになったことを書きましょう。また，次の時間
は自分が何をすべきかということも考えて書きましょう。 

 それでは，それぞれ My Goal 達成に向けて取り組んでください。修正など
が終わったら，レイチェル先生に送り直す動画を隣の教室で撮影してもかま
いません。 

レイチェル先生が言っていることが分からない
から友達に聞いてみよう。 

視線が下がらないように，ジェスチャーが自
然になるように，友達と録画し合いながら練習し
よう。 

追加する情報はどんなものがあるかな。それは
英語で何と言えばいいかな。タブレットで調べて
みよう。 

分からない発音は先生に聞いて，発音チェック
サイトを使って練習してみよう。 

 「道具・活動」の自己選択・自己決定 

💡ポイント💡 

－２５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

獅子島 

桂島 

上甑島 

下甑島 

 

竹島 
黒島 

硫黄島 
  馬毛島 
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口之島 

中之島 
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悪石島 
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宝島 

請島 

加計呂麻島 

与路島 

徳之島 

沖永良部島 

与論島 

屋久島 
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